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要
法
寺
版
を
め
ぐ
る
覚
書

小
秋
元

段

は
じ
め
に

要
法
寺
版
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
書
が
あ
る
。
慶
長
年
間
(
一
五
九
六
j

一
六
一
五
)
、
京
都
の
日
蓮
宗
要
法
寺
に
お
い
て
、
日
性
(
円
智
・

世
雄
坊
)
の
関
わ
り
の
も
と
刊
行
さ
れ
た
本
を
い
う
。
当
時
は
古
活
字
版
刊
行
の
始
発
期
で
あ
り
、
要
法
寺
版
も
『
論
語
集
解
』
を
除
き
、

す
べ
て
が
活
字
本
で
あ
る
。
既
に
こ
の
時
期
、
後
陽
成
天
皇
に
よ
る
勅
版
や
徳
川
家
康
の
伏
見
版
を
は
じ
め
、
京
都
の
本
国
寺
、
小
瀬
甫
庵
、

如
庵
宗
乾
な
ど
の
関
版
本
が
世
に
現
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
、
刊
行
点
数
の
多
さ
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
の
豊
か
さ
に
お
い
て
、
要
法
寺
版
の

存
在
は
無
視
し
が
た
い
。
だ
が
、
そ
の
全
容
と
実
態
の
解
明
は
、
川
瀬
一
馬
氏
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』
以
後
、
さ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い

の
が
実
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
要
法
寺
版
を
め
ぐ
る
一
、
二
の
小
発
見
を
報
告
し
、
刊
行
背
景
を
探
る
手
が
か
り
を
提
示
し
た
い
。

要
法
寺
版
概
観

は
じ
め
に
要
法
寺
版
の
全
体
像
を
眺
め
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
従
来
、
要
法
寺
版
と
称
さ
れ
る
本
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
根
拠
に
よ
っ
て

要
法
寺
版
た
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
て
き
た
。
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(
イ
)
刊
記
に
「
要
法
寺
」
の
名
や
、
日
性
が
住
し
た
塔
頭
「
本
地
院
」
の
名
を
記
す
も
の
。

(
ロ
)
巻
頭
や
巻
末
に
日
性
が
編
纂
・
校
訂
・
刊
行
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
。

(
ハ
)
要
法
寺
ま
た
は
日
性
の
刊
行
が
外
部
資
料
に
よ
り
推
測
・
認
定
で
き
る
も
の
。

(
ニ
)
他
の
要
法
寺
版
と
同
じ
活
字
を
用
い
て
い
る
も
の
。

こ
れ
ら
の
根
拠
を
勘
案
し
、
要
法
寺
版
の
先
駆
的
な
研
究
を
行
っ
た
新
村
出
氏
は
、
以
下
の
九
点
を
要
法
寺
版
乃
至
そ
の
可
能
性
の
あ
る

も
の
と
司
認
定
し
た
。

『
論
語
集
解
』
(
慈
眼
・
正
運
刊
)
:
:
:
(
イ
)
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『
大
学
』
(
今
関
正
運
刊
)

『
中
庸
」
(
今
関
正
運
刊
)

「
文
選
』
(
直
江
版
)
:
:
:
(
ハ
)

「
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
:
:
:
(
ロ
)
(
ハ
)

『
沙
石
集
』
:
:
:
(
ロ
)

『
元
祖
蓮
公
薩
唾
略
伝
』
:
:
:
(
イ
)
(
ロ
)

(364) 

「
法
華
経
伝
記
』
:
:
:
(
イ
)



『
謡
抄
』

(363) 

書
名
に
附
し
た
(
イ
)
(
ロ
)
(
ハ
)の
記
号
は
、
前
記
し
た
認
定
根
拠
で
あ
る
。
記
号
が
附
さ
れ
な
い
『
大
学
』
『
中
庸
』
は
、
刊
行
者

今
関
正
運
が
『
論
語
集
解
』
の
刊
記
に
名
前
を
見
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
の
類
推
で
、
今
日
、
こ
の
二
点
は
要
法
寺
版
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
『
謡
抄
』
を
あ
げ
る
の
も
、
そ
の
注
解
に
日
性
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
か
ら
の
推
測
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
現
在
の
と
こ
ろ
、
要

法
寺
版
と
特
定
で
き
る
本
は
存
在
し
な
い
。

こ
れ
に
つ
づ
く
川
瀬
一
馬
氏
の
研
究
で
は
、
以
下
の
十
点
十
八
種
が
要
法
寺
版
の
項
に
あ
げ
ら
れ
る
。

『
法
華
経
伝
記
』
:
:
:
(
ロ
)
(
ニ
)
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『
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
(
七
種
)
:
:
:
(
ロ
)
(
ニ
)

『
元
祖
蓮
公
薩
撞
略
伝
』
:
:
:
(
イ
)
(
ロ
)

『
沙
石
集
』
(
二
種
)
:
:
:
(
ロ
)
(
ニ
)

『
日
本
書
紀
神
代
巻
』
:
:
:
(
ニ
)

『
太
平
記
』
:
:
:
(
ニ
)

『
文
選
』
(
直
江
版
)
:
:
:
(
ハ
)
(
ニ
)

『
論
語
集
解
」
(
慈
眼
・
正
運
刊
)
(
整
版
・
乱
版
)
:
:
:
(
イ
)

『
天
台
四
教
儀
集
註
』
:
:
:
(
イ
)



『
金
剛
鉾
』
:
:
:
(
イ
)

川
瀬
氏
は
要
法
寺
版
を
「
園
智
自
撰
の
開
版
書
と
要
法
寺
内
開
版
の
刊
語
、
及
び
証
擦
あ
る
刻
本
」
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
日
性
の
刊

行
事
業
を
「
自
撰
の
書
の
開
版
を
主
と
し
、
引
い
て
先
人
撰
述
の
書
に
も
及
ん
で
ゐ
る
」
と
述
べ
、
そ
の
初
期
に
は
『
法
華
経
伝
記
』
「
重

撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
『
元
祖
蓮
公
薩
珪
略
伝
』
『
沙
石
集
』
な
ど
の
自
撰
・
自
校
の
書
が
中
心
で
あ
る
こ
と
を
説
明
づ
け
て
い
る
。
こ

の
点
は
、
要
法
寺
版
に
対
す
る
川
瀬
氏
の
見
解
の
特
徴
あ
る
と
こ
ろ
と
見
な
せ
よ
う
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
『
法
華
経
伝
記
」
と
「
元

祖
蓮
公
薩
唾
略
伝
』
は
日
性
の
撰
述
書
と
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
、
こ
う
し
た
理
解
に
は
修
正
の
余
地
が
あ
る
。

一
方
、
こ
こ
で
「
日

本
書
紀
神
代
巻
』
『
太
平
記
』
『
天
台
四
教
儀
集
註
』
「
金
剛
鉾
」
の
四
点
が
、
新
た
に
要
法
寺
版
に
加
え
ら
れ
た
。
殊
に
『
日
本
書
紀
神
代
巻
』

つ
づ
い
て
右
の
川
瀬
氏
の
整
理
に
も
と
づ
き
、
若
干
の
補
足
を
し
て
お
こ
う
。
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『
太
平
記
』
を
活
字
の
同
定
と
い
う
手
段
で
要
法
寺
版
と
特
定
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
『
法
華
経
伝
記
』
は
慶
長
五
年
の
刊
行
で
、
十
巻
五
冊
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
の
み
が
知
ら
れ
る
。
巻
末
に
刊
行
に
あ
た
っ
て

の
政
語
が
見
え
、
そ
の
末
尾
に
「
慶
長
庚
子
載
季
春
望
日

洛
陽

釈
園
智
誌
」
と
あ
る
。
新
村
氏
・
川
瀬
氏
は
こ
れ
を
日
性
の
編
書
に
数

え
る
が
、
実
際
の
編
者
は
蹴
語
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
「
唐
僧
祥
公
」
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
政
語
中
に
は
「
愈
考
愈
質
」
し
て
刊
行

し
た
旨
が
記
さ
れ
る
か
ら
、
日
性
は
校
訂
の
み
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
お

o

本
書
は
現
存
す
る
要
法
寺
版
の
中
で
最
古
の
本
で
あ
る
。
し

か
し
、
所
用
活
字
に
は
摩
滅
し
た
も
の
が
多
く
含
ま
れ
、
こ
れ
以
前
に
も
要
法
寺
で
活
字
出
版
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
他
所
で
用
い
ら
れ

た
活
字
を
襲
用
し
た
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
所
用
活
字
中
に
は
新
彫
の
も
の
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
本
書
に
用
い
ら
れ
た
活
字

は
後
続
の
要
法
寺
版
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
巻
一
・
十
二
ウ
・
九
行
自
の
「
亀
」
字
は
、
『
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
(362) 



図
」
〔
慶
長
五
年
〕
刊
本
の
下
冊
・
五
十
九
丁
ウ
・
三
行
自
の
「
亀
」
と
同
活
字
で
あ
る
。
し
か
も
、
『
法
華
経
伝
記
」
に
使
用
さ
れ
た
も
の

の
方
が
逢
か
に
摩
滅
が
少
な
い
、
と
い
っ
た
具
合
だ
。

(361) 

『
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
は
和
漢
対
照
の
年
代
記
で
、
上
下
二
冊
仕
立
て
で
あ
る
。
内
題
の
下
に
「
洛
下
埜
稗

園
智

撰
」
と

刻
さ
れ
、
何
ら
か
の
依
拠
本
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、

記
事
の
最
終
年
を
以
て
刊
行
年
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
川
瀬
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

一
応
、
日
性
の
編
書
と
認
め
て
よ
い
。
本
書
に
は
複
数
の
版
種
が
存
在
し
、
年
代
記
中
の

初
版
・
再
版

慶
長
五
年
刊
本
(
第
一
種
・
第
二
種
)

三
版
・
四
版

慶
長
八
年
刊
本
(
第
一
種
・
第
二
種
)

六
版
・
七
版

慶
長
十
六
年
刊
本
(
古
活
字
本
・
覆
活
字
整
版
本
)

-236-

五
版

慶
長
十
年
刊
本

し
か
し
、
こ
の
分
類
に
は
柳
か
の
修
正
が
必
要
だ
。
ま
ず
、
〔
慶
長
五
年
〕
刊
本
は
二
種
に
分
け
ら
れ
る
が
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
(
第

一
種
)
と
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
(
第
二
種
)
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
両
者
は
下
冊
最
終
了
の
み
版
を
異
に
す
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
者
の

関
係
は
、
第
一
種
本
の
記
事
内
容
の
誤
り
を
第
二
種
本
が
正
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
者
は
前
者
の
補
修
版
と
し
て
現
れ
た
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
第
一
種
・
第
二
種
と
い
う
通
称
は
、
版
自
体
が
別
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
の
で
、
用
い
な
い
方
が
よ
か
ろ
う
。一
方
、
〔
慶

長
八
年
〕
刊
本
の
両
種
(
第
一
種
、
内
閣
文
庫
蔵
本
〈
一
四
一
/
二
三
六
〉
。
第
二
種
、
同
〈
特
二
二
/
二
二
〉
)
は
活
字
を
異
に
す
る
ら

し
い
。
第
一
種
本
は
〔
慶
長
五
年
〕
刊
本
と
同
活
字
を
使
用
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
〔
慶
長
五
年
〕
刊
本
中
の
欠
損
活
字
が
、
〔
慶
長
八
年
〕



刊
第
一
種
本
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
証
明
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
二
種
本
は
別
種
の
活
字
を
用
い
て
い
る

ょ
う
で
、
文
字
が
全
体
に
鮮
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
巻
頭
の
「
大
日
本
園
帝
系
略
国
」
(
整
版
。
匡
郭
の
み
活
字
)
は
両
者
同
版
で
あ
る
た

め
、
第
二
種
本
は
要
法
寺
版
の
制
作
環
境
と
無
縁
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
〔
慶
長
十
年
〕
刊
本
は
安
田
文
庫
蔵
本
の
み
が
あ
げ
ら

れ
、
現
在
存
否
不
明
。
〔
慶
長
十
六
年
〕
刊
本
に
は
栗
田
文
庫
蔵
本
・
岩
瀬
文
庫
蔵
本
・
天
理
図
書
館
蔵
本
が
知
ら
れ
、
活
字
・
系
図
と
も
〔
慶

長
五
年
〕
刊
本
と
は
別
種
で
あ
る
。
要
法
寺
の
刊
行
書
と
認
め
ら
れ
る
か
、
留
保
が
必
要
だ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
の
う
ち
栗
田
文
庫
蔵
本
は
上

巻
の
み
の
零
本
な
が
ら
、
慶
長
十
六
年
ま
で
の
記
事
を
有
す
る
覆
刻
整
版
本
の
底
本
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
点
と
、
巻
末
に
慶
長
十
七
年

の
識
語
が
存
在
す
る
点
か
ら
、
慶
長
十
六
年
の
刊
行
と
認
定
さ
れ
て
き
た
。

一
方
、
岩
瀬
文
庫
蔵
本
と
天
理
図
書
館
蔵
本
は
、
慶
長
十
六
年

を
記
事
の
最
終
年
と
す
る
も
の
の
、
さ
ら
に
一
丁
を
追
加
し
、
元
和
元
年
ま
で
の
年
号
を
刻
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
川
瀬
氏
は
、
最
終

る
が
、
そ
う
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
後
年
の
覆
刻
と
と
ら
え
る
余
地
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
日
性
が
『
重
撰
倭

-237-

丁
の
み
元
和
に
入
っ
て
附
加
植
版
し
た
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
。
な
お
、
川
瀬
氏
は
覆
刻
本
を
も
慶
長
十
六
年
刊
行
の
要
法
寺
版
と
し
て
い

漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
を
船
橋
秀
賢
に
も
た
ら
し
た
『
慶
長
日
件
録
』
慶
長
十
年
十
一
月
六
日
条
は
、
新
村
氏
の
指
摘
以
来
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
「
時
慶
記
』
の
慶
長
七
年
の
記
事
に
も
同
書
の
こ
と
が
出
て
く
る
の
で
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。

一
世
雄
坊
来
入
、
年
代
記
板
校
二
冊
給
、
又
一
扇
子
五
本
給
也
、
少
納
言
方
ニ
テ
酒
ア
リ
、
(
慶
長
七
年
七
月
十
二
日
条
)

世
雄
坊
(
日
性
)
が
西
洞
院
時
慶
に
も
た
ら
し
た
「
年
代
記
」
が
、
『
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ
る
ま
い
。

関
連
記
事
が
同
年
八
月
十
八
日
・
二
十
日
・
二
十
三
日
・
十
一
月
八
日
の
各
条
に
見
ら
れ
る
。

(360) 



「
元
祖
蓮
公
薩
腫
略
伝
』
は
日
蓮
の
伝
記
で
、

一
冊
。
内
題
の
下
に
「
埜
稽

承
慧

撰
」
と
あ
る
。
「
承
慧
」
は
日
性
の
こ
と
と
考
え
ら

(359) 

れ
て
き
た
が
、
本
文
の
末
尾
に
永
禄
九
年
(
一
五
六
六
)
の
撰
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
で
は
日
性
が
撰
述
す
る
に
は
早
い
と
い
え
よ
う
(
日
性

は
天
文
二
十
三
年
〈
一
五
五
四
〉
の
生
ま
れ
)
。
『
国
書
人
名
辞
典
』
に
承
慧
は
日
惰
の
字
と
あ
り
、
本
書
を
彼
の
著
に
数
え
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
に
従
う
の
が
よ
い
。
本
書
に
つ
い
て
は
、
永
ら
く
古
活
字
覆
刻
と
思
わ
れ
る
整
版
本
の
み
が
知
ら
れ
て
き
た
(
岩
瀬
文
庫
・
叡
山
文
庫

等
蔵
)
。
そ
し
て
、
そ
の
刊
記
に
「
慶
長
第
六
日
歳
季
冬
下
涜
三
日
/
本
地
院
中
板
行
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
慶
長
六
年
刊
の
古
活
字
版

の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
『
弘
文
荘
古
活
字
版
目
録
』
(
一
九
七
二
年
)
一
五
四
頁
に
は
、
こ
れ
の
底
本
と
思
し
き
古

活
字
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
目
録
の
解
説
は
刊
記
の
こ
と
に
触
れ
ず
、
し
か
も
「
慶
長
頃
刊
」
と
記
す
の
み
だ
が
、
書
影
を
見
る
に
「
重

撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
〔
慶
長
五
年
〕
刊
本
と
同
活
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
、
こ
れ
こ
そ
要
法
寺
古
活
字
版
の
「
元
祖
蓮

『
沙
石
集
』
は
成
筈
一
堂
文
庫
等
に
蔵
さ
れ
る
。
慶
長
十
年
の
刊
。
巻
末
の
刊
語
に
つ
づ
い
て
、
「
慶
長
十
回
年
仲
春
下
涜
八
日

園
智
校
儲
」

-238-

公
薩
腫
略
伝
』
と
推
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

と
あ
る
。
漢
字
片
仮
名
交
で
、
仮
名
活
字
は
新
彫
、
真
字
活
字
は
そ
れ
以
前
の
要
法
寺
版
に
使
用
し
た
も
の
を
襲
う
と
川
瀬
氏
は
述
べ
る
が
、

い
か
が
で
あ
ろ
う
。
『
沙
石
集
』
所
用
の
活
字
に
は
他
の
要
法
寺
版
の
も
の
と
比
べ
る
と
、
一
屑
平
な
字
形
の
も
の
(
八
・
人
・
入
・
之
・
王
・

此
な
ど
)
や
、
芳
に
対
し
て
偏
の
大
き
な
字
形
の
も
の
(
御
・
候
な
ど
)
な
ど
、
独
特
な
古
朴
の
風
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
混
じ
っ
て
い
る
。

精
細
な
調
査
は
今
後
に
委
ね
る
が
、
印
面
よ
り
受
け
る
印
象
は
、
だ
い
ぶ
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

「
日
本
書
紀
神
代
巻
』
は
二
巻
二
冊
。
刊
記
に
「
慶
長
十
郎
年
三
月
上
旬
二
日
」
と
あ
る
。
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』
に
安
田
文
庫
蔵
本

と
成
賃
堂
文
庫
蔵
本
の
み
を
著
録
す
る
。
安
田
文
庫
蔵
本
の
存
在
は
永
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
が
、
近
年
、
『
一
誠
堂
古
書
目
録
』
第
九
四
号

(
二O
O

二
年
)
に
現
れ
た
。
成
費
堂
文
庫
蔵
本
は
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』
に
完
本
で
、
刊
記
の
な
い
本
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
さ
れ



て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
上
巻
の
み
の
零
本
で
、
下
巻
を
欠
く
。
な
お
、
本
書
の
所
用
活
字
に
つ
い
て
、
川
瀬
氏
は
匡
郭
・
黒
口
・
魚
尾
に
い

た
る
ま
で
、
『
沙
石
集
』
の
も
の
を
襲
用
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

『
太
平
記
』
は
四
十
巻
附
目
録
。
刊
記
に
「
慶
長
十
匹
年
九
月
上
旬
日
」
と
あ
る
。
漢
字
片
仮
名
交
だ
が
、
真
字
活
字
に
は
『
重
撰
倭
漢

皇
統
編
年
合
運
図
』
〔
慶
長
五
年
〕
刊
本
所
用
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
仮
名
活
字
は
『
沙
石
集
』
所
用
の
も
の
と
別
で
あ
る
と
、

川
瀬
氏
は
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
活
字
の
同
定
と
は
な
か
な
か
困
難
な
作
業
で
、
書
風
が
同
じ
で
同
一
の
特
徴
を
持
っ
た
字
で
あ
っ
て

も
、
同
活
字
と
断
定
す
る
こ
と
が
た
め
ら
わ
れ
る
と
き
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
の
際
、
同
定
の
決
め
手
に
な
る
の
は
欠
損
活
字
の
存
在
だ
。

彫
刻
時
の
傷
や
使
用
時
の
欠
け
は
偶
然
に
生
じ
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
傷
や
欠
け
を
頼
り
に
活
字
の
同
定
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
一

例
を
あ
げ
れ
ば
、
「
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
〔
慶
長
五
年
〕
刊
本
の
上
冊
・
三
丁
ウ
・
下
段
十
行
自
の
「
康
」
字
に
は
、
第
三
画
の
中

央
や
や
下
部
に
一
本
の
傷
が
入
っ
て
い
る
(
図

l
)。
こ
れ
と
同
一
の
活
字
が
「
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
〔
慶
長
八
年
〕
刊
第
一
種
本

ハ
ツ

ウ
ム

の
上
冊
・
三
丁
ウ
・
下
段
十
行
目
、
『
太
平
記
』
巻
三
十
八
・
一
丁
オ
・
三
行
目
、
『
文
選
』
巻
三
・
四
丁
ウ
・
九
行
目
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
書
で
は
、
新
彫
の
活
字
を
継
ぎ
足
し
つ
つ
も
、
概
ね
同
一
の
活
字
グ
ル
ー
プ
が
用
い
ら
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

3提
図 1
『重撰倭漢皇統編年合運図J
〔慶長八年〕刊第一種本の
「康J (国立公文書館内閣文
庫蔵)

『
文
選
』
六
十
巻
附
目
録
は
、
慶
長
十
二
年
に
直
江
兼
続
が
要
法
寺
で
開
版
し
た
書
で
、
直
江
版
と

通
称
さ
れ
る
。
刊
記
に
は
「
慶
長
丁
未
泊
洗
上
旬
八
箕

板
行
畢
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
所
用
活
字
が

他
の
要
法
寺
版
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。

『
論
語
集
解
』
は
整
版
(
内
閣
文
庫
等
蔵
)
と
乱
版
(
東
洋
文
庫
等
蔵
)
が
存
在
す
る
。
刊
記
に
「
慈

眼
刊
/
正
運
刊
/
洛
禍
要
法
寺
内
開
版
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
名
を
記
す
慈
眼
は
伏
見
版
の
刊
行
当
事
者

(358) 

で
あ
り
、
正
運
も
『
大
学
』
『
中
庸
』
『
孟
子
」
な
ど
を
開
版
し
た
今
関
正
運
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
。



整
版
と
乱
版
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
乱
版
を
先
行
と
す
る
川
瀬
氏
と
、
整
版
を
先
行
と
す
る
長
津
規
矩
也
氏
と
の
間
で
論
争
が
あ
っ
た
が
、

近
年
の
高
橋
智
氏
の
研
究
で
は
、
乱
版
は
整
版
の
一
部
に
古
活
字
版
を
交
え
て
成
立
し
た
も
の
(
つ
ま
り
長
津
説
を
補
強
す
る
)
と
い
う
見

解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

(357) 

『
天
台
四
教
儀
集
註
』
は
三
巻
三
冊
。
叡
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
。
刊
記
に
「
慶
長
十
八
発
丑
年
}¥ 
月

日
/
於
京
師
要
法
精
舎
板
行
罵
」

と
あ
る
。
活
字
は
こ
れ
ま
で
の
要
法
寺
版
所
用
の
も
の
と
異
な
る
。

『
金
剛
鉾
』
一
冊
も
同
じ
く
叡
山
文
庫
の
所
蔵
。
刊
記
は
小
字
で
「
於
要
法
寺
板
行
」
と
あ
る
。
川
瀬
氏
は
寛
永
後
半
の
刊
行
と
推
定
し
、

『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』
上
巻
二
七
五
・
二
七
六
頁
の
要
法
寺
版
書
目
に
収
め
て
い
な
い
。
こ
れ
も
活
字
は
他
の
要
法
寺
版
と
は
別
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
川
瀬
氏
は
要
法
寺
版
に
数
え
て
い
な
い
が
、
慶
長
十
五
年
刊
古
活
字
版
『
太
平
記
』
と
、
こ
れ
と
同
活
字
を
以
て
共
時
に
刊

行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
太
平
記
紗
』
『
太
平
記
音
義
』
も
、
広
い
意
味
で
の
要
法
寺
版
に
含
ま
れ
る
。
慶
長
十
五
年
刊
『
太
平
記
』
に
は
「
慶

長
十
五
暦
庚
成
二
月
上
旬
日

春
枝
開
版
」
と
の
刊
記
が
あ
っ
て
、
開
版
者
名
と
し
て
春
枝
の
名
が
記
さ
れ
る
。
『
太
平
記
紗
』
「
太
平
記
音
義
』-240 ー

は
無
刊
記
で
、
こ
ち
ら
に
も
要
法
寺
版
と
し
て
の
徴
証
は
な
い
。
し
か
し
、
慶
長
十
五
年
刊
『
太
平
記
』
の
本
文
は
慶
長
十
年
刊
要
法
寺
版

を
基
底
と
し
、
そ
の
誤
脱
の
訂
正
と
、
天
正
本
系
統
の
本
文
に
よ
る
増
補
を
試
み
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

一
方
、
『
太
平
記
紗
」
は
日
性

の
手
に
よ
る
『
太
平
記
』
注
釈
書
で
、
注
釈
内
容
は
慶
長
十
五
年
刊
『
太
平
記
』
に
準
拠
し
て
い
る
。
両
者
が
共
時
の
刊
行
な
ら
、
『
太
平
記
紗
』

の
編
纂
と
「
太
平
記
』
の
改
訂
増
補
作
業
は
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
慶
長
十
五
年
版
『
太
平
記
』
と
『
太
平
記
紗
』

『
太
平
記
音
義
』
の
刊
行
は
、
日
性
の
発
意
の
も
と
な
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
刊
行
者
は
あ
く
ま
で
も
日
性
で
、

春
枝
は
そ
の
意
を
受
け
て
刊
行
当
事
者
の
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

要
法
寺
版
が
持
つ
、
こ
う
し
た
あ
る
種
の
広
が
り
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
要
法
寺
版
『
論
語
集
解
』
は
刊
記



山
由
又
宗
鈍
の
『
大
広
益
会
玉
篇
』
や
澗
轍
の
『
周
易
』

の
中
に
、
刊
行
者
と
し
て
慈
眼
・
正
運
の
名
を
記
し
て
い
た

。

こ
れ
に
つ
い
て
川
瀬
氏
は
慈
眼
が
伏
見
版
の
刊
行
に
も
携
わ
り
、
正
運
が
鉄

の
刊
行
当
事
者
と
な
っ
た
こ
と
を
と
り
あ
げ
て
、
彼
ら
が
「
工
匠
と
し
て
諸
方
の
要

求
に
応
じ
て
ゐ
た
も
の
と
解
す
可
き
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
て
い
る

。

ま
た
、
長
淳
氏
は
「
「
要
法
寺
内
」
と
あ
る
出
版
物
は
、
要
法
寺
の
直

接
の
出
版
物
で
な
く
、
後
世
の
印
刷
所
的
な
要
素
と
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
」
と
述
べ
て
お
り
、
直
江
版
『
文
選
』
に
も
そ
の
傾
向
が
窺
え

る
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
要
法
寺
に
お
け
る
出
版
活
動
の
担
い
手
を
日
性
一
人
に
帰
す
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
工
匠
が
そ
の
都
度
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
推
測
す
る
の
が
、
適
切
な
の
で
あ
ろ
う

。

嵯
峨
本
と
の
関
係

図 2
〔慶長中〕刊古活字十一行本『徒然草』
上冊後表紙(東洋文庫蔵)

さ
て
、
こ
う
し
た
前
置
き
を
し
た
う
え
で
紹
介
す
る
第
一
の
新
た

な
材
料
は
、
要
法
寺
版
と
嵯
峨
本
と
の
関
連
を
示
す
、
東
洋
文
庫
所

蔵
、
〔
慶
長
中
〕
刊
古
活
字
十
一
行
本
「
徒
然
草
』
(
三
B
a

幻
)

あ
る
。

本
書
は
二
冊
本
で
、
新
補
水
色
覆
表
紙
(
二
七
・

二
一
×
二
0
・

二

糎
)
、
左
肩
に
金
切
箔
題
築
を
貼
附
す
る
。

上
・
下
取
り
合
わ
せ
本

で
、
上
冊
の
み
桃
色
地
雲
母
刷
文
様
表
紙
を
附
し
て
い
る
が
(
図
2
)、

こ
れ
は
原
装
で
は
な
く
、
あ
る
段
階
で
本
書
を
古
雅
に
装
う
た
め
に

補
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
表
紙
は
嵯
峨
本
所
用
の
も

-241-

で

(356) 



の
で
、
江
島
伊
兵
衛
氏
・
表
章
氏
編
『
図
説
光
悦
謡
本
解
説
』
に
い
う
「
簸
の
花
乙
イ
」
に
一
致
す
る
。
同
書
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
同
様
の

表
紙
が
後
藤
本
謡
本
・
古
今
集
・
百
番
本
謡
本
・
貞
永
式
目
・
月
の
和
歌
巻
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
う
ち
後
藤
本
謡
本
か
ら
貞

永
式
日
ま
で
は
写
本
だ
が
、
装
訂
・
筆
跡
と
も
に
嵯
峨
本
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
月
の
和
歌
巻
は
嵯
峨
本
の
整
版
本
で
あ
る
。

そ
し
て
、
東
洋
文
庫
所
蔵
『
徒
然
草
』
の
表
紙
に
は
、
裏
張
に
二
種
の
刷
反
古
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
僅
か
な
隙
聞
か
ら
窺
い
得
た
本
文

を
記
せ
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
(
二
O
O

三
年
五
月
七
日
の
調
査
に
よ
る
)
。

A 

前
表
紙
裏
張

-
愛
化
ノ
兵
蹄
去
レ
ハ
是
ヲ
防
ツ
ル
者

不
死
手
負
ト
見
ツ
ル
モ
惹
ナ
シ
コ
ハ

B 

後
表
紙
裏
張

ゃ
う
の
も
の
〉
く
と
り
い

き
せ
申
中
門
に
た
、
せ

候
そ
た
、
の
ふ
ま
い
り
て
候
そ

い
ま
を
か
き
り
の
し
ゃ
う
・

:
:
せ
た
ま
ひ
て
二
人
の
よ
:
:
:

御
ら
ん
し
て
そ
の
い
に

(355) -242-



み
は
か
り
に
て

月
の
な
こ
り
は
こ
さ

-
・
四
月
の
な
こ
り
・
・

.... 

要法寺版 『太平記』 総目録 (吉川史料館所蔵)

ま
ず
、
裏
張
A
は
慶
長
十
五
年
刊
古
活
字
本
『
太
平
記
』
巻
三
十
三
・
十
六

丁
オ
に
あ
た
る
。

裏
張
B

は
古
活
字
版
舞
の
本
「
八
島
」
に
相
当
す
る

。

先

述
の
と
お
り
、
慶
長
十
五
年
版
『
太
平
記
」
は
日
性
の
意
向
の
も
と
春
枝
が

開
版
し
た
、
広
義
の
要
法
寺
版
で
あ
る

。

そ
の
反
古
が
嵯
峨
本
所
用
の
表
紙

A
品
寸

ヴ
ん

か
ら
現
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
要
法
寺
と
嵯
峨
の
出
版
活
動
の
連
関
を
示
唆

す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

。

一
方
、
裏
張
B

に
用
い
ら
れ
た
「
八
島
」
は
、
龍
門
文
庫
所
蔵
、
〔
慶
長
中
〕

刊
の
「
八
島
」
の
異
植
字
版
と
見
ら
れ
る
。

半
葉
十
一
行
で
、
角
倉
素
庵
の

書
風
の
平
仮
名
活
字
を
使
用
し
て
お
り
、
嵯
峨
本
の
前
形
態
に
あ
た
る
本
で

は
な
い
か
と
、
以
前
推
測
し
た
。

天
理
図
書
館

・

新
村
出
記
念
財
団
重
山
文

図 3

庫
に
所
蔵
さ
れ
る
嵯
峨
本
「
史
記
』

の
表
紙
裏
張
に
も
、
龍
門
文
庫
蔵
本
と

異
植
字
版
の
関
係
に
あ
る
「
八
島
」
の
刷
反
古
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
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Aり
、
と
、
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
「
徒
然
草
』
裏
張
の
「
八
島
」
は
同
版
の
可



能
性
も
あ
る
。
そ
し
て
、

い
う
ま
で
も
な
く
こ
ち
ら
は
嵯
峨
生
粋
と
も
い
う
べ
き
刷
反
古
で
、
こ
れ
が
慶
長
十
五
年
版
『
太
平
記
』
の
刷
反

古
と
一
緒
に
現
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
要
法
寺
版
と
嵯
峨
と
の
関
係
の
深
さ
を
さ
ら
に
指
し
示
す
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

四

本
国
寺
版
と
の
関
係

つ
ぎ
に
紹
介
す
る
資
料
は
吉
川
史
料
館
所
蔵
、
慶
長
十
年
刊
要
法
寺
版
「
太
平
記
』
で
あ
る
(
図3
)。
同
館
所
蔵
の
『
太
平
記
』
と
し
て
は
、

吉
川
元
春
書
写
本
(
重
要
文
化
財
)
が
有
名
だ
が
、
い
ま
問
題
に
す
る
要
法
寺
版
は
総
目
録
一
冊
の
み
の
零
本
で
、
現
状
で
は
元
春
書
写
本

に
添
え
て
木
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
焦
茶
色
空
押
網
代
牡
丹
唐
草
文
様
(
二
八
・
二
三
二
・
三
糎
)

の
原
装
表
紙
を
備
え
、
左
肩
打
付
「
太
平
記
目
録
」
。
巻
頭
に
「
太

平
記
巻
第
一
目
録
」
と
題
す
。
双
辺
(
二
二
・
九
×
一
六
・
六
糎
)
無
界
十
二
行
で
、
版
心
は
粗
黒
口
双
花
口
魚
尾
、
中
縫
に
「
太
平
記
目
録

(
丁
附
)
」
と
刻
す
。
尾
題
は
「
太
平
記
惣
目
録
終
」
と
し
、
全
十
六
丁
で
あ
る
。
こ
の
表
紙
裏
張
に
も
刷
反
古
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
本
文

を
掲
出
す
れ
ば
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

A 

前
表
紙
裏
張

-
・
・
・
・
・
持
中
有
止
持
今

不
口
絶
口
縁
是
口
持
中
無
止
持
也

口
無
上
持
口
成
別
犯
口
有
口
持
故
云
車
持
也
言

又
止

口
具
者
則
有
閥
也
下
文
云
或
可
未
具
口
此
思
之
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前
云
報
法
作
行
或
口
口
口

口
口
自
行
従
制
事
必
不
履
ィ

出
早
持
別
犯
或
口
口
具
口
口

口
口
容
有
少
違
今
則
一
向
口
不
許
犯
故
云
従
制
口
口

口
口
即
車
持
中
不
可
別
犯
豊
口
口
法
心
念
止
作
口
口

口
口
方
合
自
行
順
於
制
教
須
知
口
口
口
法
作
行
口
口

口
口
猶
尚
寛
容
次
文
謂
之
車
持
別
犯
或
嘗
未
具
口
口

口口
口口
慶至
- メ入
7 

向文
不中
通白
微行
有従
所制
犯事
免
ヰ勿
千足
厚司
或
可
未
口
口

-245 ー

口
口
口
事
有
妨
是
故
篤
物
従
開
未
具
此
亦
約
於
口
口

口
口
事
中
従
開
耳
又
矯
物
従
開
即
経
営
三
賓
導
口
口

口
口
未
具
耳
若
公
口
則
三
時
無
梁
及
忘
犯

ー
又
理
口
口

口
口
口
是
矯
物
従
開
者
恐
非
今
文
之
意
也

;
理
観
若
全
口
口
口

閥
名
之
矯
寛
故
前
四
品
通
名
矯
緩

f
閥
第
三
篇
夫
口
口

B 

後
表
紙
裏
張

(352) 

堕
界
撮
非
諸
他
愛
執
為
巳
有
是
故
九
地
道
口
口
口
口



而
展
韓
為
因
由
同
類
故
然
唯
得
輿
等
勝
為
口
口
口
口

口
;
行
人
口
止
制
口
一
慮
則
護
五
輪
口
口
口
口

E
4
問
問
早

:
I

一
市
波
則
口
口
現
失
言
五
輪
者
一
地
口
口
口
口

三
風
輪
四
金
口
輪
五
金
剛
輪
此
五
悉
是
従
口
口
口
口

者
韓
也
如
輪
口
口
口
口
至
按
禅
定
亦
爾
口
口
口
口
口

至
上
地
一
地
口
口
口
口
口
養
一
住
時
不
動
口
口
口
口

物
行
人
因
止
口
口
口
口
定
惣
然
湛
口
口
口
口
口
口
口

浪
然
入
定
定
口
口
口
不
動
如
地
住
持
故
也
口
口
口
口

出
生
初
騨
種
種
口
口
如
水
出
生
寓
物
故
也
口
口
口
口

亦
有
二
義
一
口
口
生
長
二
林
性
柔
師
執
行
人
口
口
口
口

若
詮
水
輪
護
口
禅
定
定
水
潤
心
自
覚
身
中
口
口
口
口

名
為
潤
漬
因
得
定
故
身
心
柔
腰
折
伏
高
心
者
口
口
口

三
風
輪
者
風
有
三
義
一
遊
空
無
擬
二
鼓
動
寓
口
口
口

破
壊
行
人
所
設
風
輪
三
味
亦
か
若
護
樟
定
相
似
口
口

版
式
は
単
辺
有
界
九
行
注
小
字
双
行
で
、
古
活
字
版
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
本
文
は
『
天
台
三
大
部
補
注
』
巻
十
四
の
も
の
で
あ
る
。
同

書
の
古
活
字
版
に
は
従
来
、
寛
永
三
年
刊
の
本
能
寺
版
(
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
等
蔵
)
と
寛
永
四
年
刊
の
洛
陽
尾
張
町
河
面
半
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衛
門
版
(
成
費
堂
文
庫
等
蔵
)
と
が
知
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
前
者
は
単
辺
有
界
八
行
で
、
裏
張
の
有
界
九
行
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
後

者
は
双
辺
有
界
九
行
で
、
や
は
り
裏
張
の
単
辺
と
は
違
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
近
年
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
古
活
字
版
に
、
元
和
二
年

(
一
六
二
ハ
)
刊
行
の
本
国
寺
版
が
あ
る
(
西
教
寺
蔵
)
。
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

裏
張
A

は
同
書
巻
十
四
二
二
十
六
丁
ウ
、
裏
張
B

は
巻
十
四
・
三
十
三
丁
オ
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
日
蓮
宗
本
国
寺
で
は
、
要
法
寺
よ
り
も
早
く
か
ら
活
字
出
版
が
行
わ
れ
て
い
た
。
本
国
寺
の
一
輪
坊
日
保
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ

た
『
法
華
私
記
縁
起
(
法
華
玄
義
序
)
』
(
京
都
大
学
附
属
図
書
館
等
蔵
)
や
同
活
字
に
よ
る
『
天
台
四
教
儀
集
解
』
(
国
立
国
会
図
書
館
蔵
)

は
、
と
も
に
文
禄
四
年
(
一
五
九
五
)

の
刊
行
で
、
現
存
す
る
古
活
字
版
の
う
ち
刊
年
の
わ
か
る
最
古
の
も
の
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
の
あ
と
本
国
寺
に
お
け
る
刊
行
事
業
は
空
白
期
間
を
迎
え
た
ら
し
く
、
再
び
同
寺
の
刊
記
を
持
つ
本
が
現
れ
る
の
は
、
慶
長
十
七
年

(
一
ム
ハ
一
一
一
)
の
『
仏
祖
歴
代
通
載
』
(
東
洋
文
庫
・
成
責
堂
文
庫
等
蔵
)
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
は
寛
永
期
の
古
活
字
版
が
存
在

し
て
い
る
が
、
刊
行
点
数
の
上
で
は
要
法
寺
版
よ
り
や
や
劣
る
。

さ
て
、
慶
長
十
年
刊
の
要
法
寺
版
『
太
平
記
』
の
原
装
表
紙
か
ら
、
元
和
二
年
刊
の
本
国
寺
版
『
天
台
三
大
部
補
注
』
の
刷
反
古
が
出
現

し
た
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
ら
よ
い
の
か
。
要
法
寺
版
の
工
房
と
本
国
寺
版
の
工
房
の
関
連
の
深
さ
を
物
語
る
材
料
だ
と
は
理
解

で
き
る
が
、
『
太
平
記
』
よ
り
も
十
年
以
上
の
ち
に
刊
行
さ
れ
た
本
の
刷
反
古
が
表
紙
に
用
い
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
こ
こ
で
想
起
さ

れ
る
の
は
、
関
西
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
要
法
寺
版
『
太
平
記
』
で
あ
る
(
高
木
文
庫
旧
蔵
)
。
本
書
の
原
装
表
紙
の
裏
張
に
は
慶
長

十
二
年
刊
の
直
江
版
『
文
選
』
の
刷
反
古
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
現
象
を
川
瀬
氏
は
、
慶
長
十
年
九
月
の
『
太
平
記
』
刊
行
よ
り
前
に
、
『
文

選
』
の
出
版
事
業
が
着
手
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
徴
証
と
と
ら
え
て
い
る
。
確
か
に
『
文
選
」

の
開
版
に
あ
た
っ
て
は
相
応
の
年
月
を
要
し
た

も
の
と
思
わ
れ
、
川
瀬
氏
の
指
摘
し
た
事
情
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
慶
長
十
年
九
月
に
印
刷
を
終
え
た
『
太
平
記
』
の
う
ち
、

-247-(350) 



当
該
本
が
『
文
選
』

の
刊
行
以
後
に
製
本
さ
れ
、
表
紙
を
掛
け
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
も
と
も
と
古
活
字
版
に
は
、
印
刷

と
製
本
の
聞
に
時
差
の
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
情
を
想
定
す
れ
ば
、
『
太
平
記
』
の
表
紙
裏
張
に
「
天
台
三
大
部
補
注
』
の
刷
反
古
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
、
説
明
で
き
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、

一
旦
印
刷
を
終
え
た
『
太
平
記
』
は
、
す
べ
て
が
即
時
に
製
本
・
頒
布
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
十
年
以
上
の

歳
月
を
か
け
て
、
徐
に
世
に
送
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
が
成
り
立
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
元
和
年
間
に
入
っ
て
か
ら

の
要
法
寺
版
の
制
作
環
境
と
は
、
本
国
寺
版
の
工
房
よ
り
刷
反
古
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ

と
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
、
現
時
点
で
は
未
詳
と
す
る
ほ
か
な
い
。
要
法
寺
に
お
け
る
印
刷
物
が
本
国
寺
に
移
譲
さ
れ
た
の
か
、

逆
に
本
国
寺
版
と
い
わ
れ
る
書
が
実
際
に
は
要
法
寺
内
で
摺
刷
さ
れ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
工
匠
の
移
動
か
、
そ
れ
と
も
単
純
に
反
古
の

融
通
だ
け
の
問
題
な
の
か
:
:
:
。
加
え
て
、
日
性
が
慶
長
十
九
年
(
一
六
一
四
)
に
没
し
て
い
る
こ
と
も
、
要
因
と
し
て
関
係
し
て
い
る
の

か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
明
は
、
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

以
上
、
本
稿
で
は
川
瀬
一
馬
氏
に
よ
る
要
法
寺
版
の
研
究
に
再
検
討
を
加
え
、
あ
わ
せ
て
表
紙
裏
張
を
通
じ
て
要
法
寺
版
と
他
版
と
の
関

連
を
探
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
要
法
寺
版
と
ゆ
か
り
あ
る
春
枝
の
刊
行
書
が
当
時
、
民
間
に
お
い
て
最
も
精
力
的
な
出
版
活
動
を
展
開
し

て
い
た
嵯
峨
本
の
工
房
と
関
連
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
元
和
以
後
の
要
法
寺
の
活
動
が
、
同
じ
日
蓮
宗
の
本
国
寺

と
も
関
連
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
見
え
て
き
た
。
家
々
た
る
資
料
で
は
そ
の
具
体
像
ま
で
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
当
時
の

印
刷
工
房
を
理
解
す
る
た
め
に
は
工
房
間
の
相
互
関
係
、
あ
る
い
は
流
動
の
相
を
と
ら
え
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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日
注
(
1
)
 
川
瀬
一
馬
氏
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』
(
A
B
A
J、
一
九
六
七
年
)
。
本
稿
で
の
要
法
寺
版
に
関
す
る
川
瀬
氏
の
指
摘
は
、
特
に
断
ら
な

い
限
り
同
書
上
巻
第
二
編
第
五
章
第
一
節
一
「
要
法
寺
の
開
版
事
業
」
、
中
巻
補
訂
篇
七
O

一
1

七
O
九
頁
に
よ
る
。

(
2
)
新
村
出
氏
『
新
村
出
全
集
』
第
八
巻
「
典
籍
叢
談
」
所
収
「
要
法
寺
版
の
研
究
」
(
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
。
初
出
、
『
図
書
館
雑
誌
』

一
九
二
O
年
四
月
号
)
。

(
3
)
『
国
立
国
会
図
書
館
漢
籍
目
録
』
(
一
九
八
七
年
)
、
長
津
規
矩
也
氏
『
図
解
和
漢
印
刷
史
《
解
説
篇
》
』
四
三
頁
(
汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
)

ほ
か
参
照
。

(
4
)
こ
れ
ま
で
『
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
の
各
版
は
、
年
代
記
中
の
最
終
記
事
の
年
を
刊
行
年
に
あ
て
て
理
解
・
呼
称
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

最
終
記
事
は
刊
年
そ
の
も
の
を
示
す
と
は
限
ら
ず
、
刊
行
の
上
限
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、

筆
者
と
し
て
は
こ
れ
に
代
わ
る
呼
称
の
提
案
を
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
諸
版
の
整
理
と
と
も
に
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
本
稿
で
は

ひ
と
ま
ず
従
来
の
称
に
従
い
、
筆
者
の
言
及
箇
所
に
限
っ
て
推
定
括
弧
〔
〕
を
附
し
た
。

(
5
)な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
は
下
冊
第
一
丁
の
み
〔
慶
長
八
年
〕
刊
第
一
種
本
を
補
綴
。

(
6
)時
慶
記
研
究
会
編
『
時
慶
記
』
第
二
巻
(
臨
川
書
店
、
二

O
O

五
年
)
に
よ
る
。

(
7
)
川
瀬
一
馬
氏
『
新
修
成
費
堂
文
庫
善
本
書
目
』
五
八
四
頁
(
石
川
文
化
事
業
財
団
お
茶
の
水
図
書
館
、
一
九
九
二
年
)
参
照
。

(
8
)
川
瀬
一
馬
氏
「
要
法
寺
版
「
神
代
巻
」
の
発
見
」
(
『
椎
園
』
第
一
輯
、
一
九
三
七
年
)
に
詳
し
い
。

(
9
)
川
瀬
一
馬
氏
注

(
1
)前
掲
書
、
お
よ
び
「
要
法
寺
版
論
語
(
乱
版
)
に
つ
い
て
長
津
博
士
に
答
ふ
附
、
説
無
垢
称
経
賛
疏
の
乱
版
」
(
『
書

誌
学
』
復
刊
新
一
一
一
一
号
、
一
九
七
一
年
)
。

(
叩
)
長
津
規
矩
也
氏
「
要
法
寺
版
論
語
は
整
版
か
乱
版
か
」
(
『
書
誌
学
』
復
刊
新
二

O
号
、
一
九
七
O
年
)
、
同
氏
注
(
3
)前
掲
書
四
四
・
四
五
頁
。

(
日
)
高
橋
智
氏
「
慶
長
刊
論
語
集
解
の
研
究
」
(
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
三O
輯
、
一
九
九
五
年
)
。

(
ロ
)
小
秋
元
段
『
太
平
記
と
古
活
字
版
の
時
代
』
第
一
部
第
四
章
「
日
性
の
『
太
平
記
』
研
究
と
刊
行
」
(
新
典
社
、
二
O
O

六
年
。
初
出
、
池
田

利
夫
氏
編
『
野
鶴
群
芳
古
代
中
世
国
文
学
論
集
』
笠
間
書
院
、
二

O
O

二
年
)
。

(
日
)
長
津
規
矩
也
氏
注

(
3
)前
掲
書
四
五
頁
。

(
凶
)
東
洋
文
庫
日
本
研
究
委
員
会
編
『
岩
崎
文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題E
』

-249-

(
東
洋
文
庫
、
一
九
九
八
年
)
は
原
装
と
す
る
が
、
本
書
が
嵯
峨
本
で
は
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(
日
)

(
同
) な

い
こ
と
か
ら
、
後
補
表
紙
と
見
た
い
。
な
お
、
本
書
が
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
こ
と
は
表
紙
の
有
無
の
ほ
か
、
料
紙
の
焼
け
具
合
、
上
冊
・

下
冊
で
印
が
異
な
る
こ
と
(
上
冊
「
江
風
山
/
月
荘
」
「
尚
壷
中
」
。
下
冊
「
口
散
/
風
轄
/
口
章
」
「
鍋
巷
/
之
章
」
)
か
ら
わ
か
る
。
和
田

維
四
郎
の
も
と
で
取
り
合
わ
さ
れ
た
。

江
島
伊
兵
衛
氏
・
表
章
氏
『
図
説
光
悦
謡
本
解
説
』
一
四
0

・
一
七
一
頁
(
有
秀
堂
、
一
九
七
O
年
)
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
要
法
寺
版
『
太
平
記
』
の
表
紙
裏
張
か
ら
は
直
江
版
『
文
選
』
の
刷
反
古
が
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
嵯
峨
本
の
表
紙
裏

張
か
ら
は
嵯
峨
本
お
よ
び
嵯
峨
関
連
の
文
書
の
反
古
が
出
て
く
る
こ
と
が
多
い
(
注
(
ロ
)
前
掲
書
第
二
部
第
四
章
「
嵯
峨
本
『
史
記
』
の

書
誌
的
考
察
」
。
初
出
、
『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
九
号
、
二O
O

四
年
)
。
表
紙
裏
の
刷
反
古
は
当
該
書
の
印
刷
工
房
の
活
動
を
窺
う

う
え
で
好
資
料
た
り
得
て
い
る
。
た
だ
し
、
近
年
、
渡
遺
守
邦
氏
は
承
応
・
明
暦
頃
の
表
紙
裏
張
に
、
そ
れ
よ
り
二
十
年
以
上
前
に
あ
た
る
〔
元

和
・
寛
永
中
〕
刊
の
古
活
字
版
の
刷
反
古
が
用
い
ら
れ
る
例
を
報
告
し
て
お
り
(
科
学
研
究
費
萌
芽
研
究
平
成
印
・
加
年
度
成
果
報
告
書
『
表

紙
裏
反
古
を
国
文
学
研
究
資
料
と
し
て
活
用
す
る
方
法
の
開
発
を
目
ざ
す
研
究
』
第
一
部
第
三
章
「
表
紙
裏
反
古
の
諸
問
題
」
二
O
O

八
年
)
、

本
の
出
版
年
時
を
特
定
す
る
手
が
か
り
と
し
て
反
古
が
決
め
手
に
な
ら
な
い
ケ
l

ス
を
紹
介
し
て
い
る
。

(
打
)
小
秋
元
段
注
(
凶
)
前
掲
論
文
。

(
時
)
本
国
寺
版
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
一
馬
氏
注
(
1
)前
掲
書
第
二
編
第
三
章
「
朝
鮮
活
字
印
刷
術
の
伝
来
と
極
初
期
の
活
字
開
版
」
、
第
五
章
第

一
節
二
「
本
国
寺
の
開
版
事
業
」
参
照
。

(
ゆ
)
小
秋
元
段
注
(
凶
)
前
掲
論
文
。

(
却
)
こ
の
ほ
か
、
春
枝
が
慶
長
十
五
年
に
刊
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
太
平
記
紗
』
(
東
北
大
学
附
属
図
書
館
激
石
文
庫
所
蔵
)
の
裏
張
に
は
今
関

正
運
刊
行
の
『
中
庸
』
の
刷
反
古
が
、
そ
の
異
植
字
版
『
太
平
記
紗
』
(
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
)
の
裏
張
に
は
『
庭
訓
往
来
』
(
有
訓
本
)
『
四

体
千
字
文
』
『
扇
の
草
子
』
の
刷
反
古
が
現
れ
て
い
る
(
小
秋
元
段
注
(
口
)
前
掲
書
第
三
部
第
二
章
「
『
太
平
記
紗
』
『
太
平
記
音
義
』
書
誌

解
題
稿
」
。
初
出
、
『
古
典
資
料
研
究
』
第
六
・
七
号
、
二O
O

二
・
O
三
年
)
。
逆
に
、
春
枝
版
『
太
平
記
紗
』
の
刷
反
古
を
表
紙
裏
張
に
有
す

る
も
の
と
し
て
、
『
大
坂
物
語
』
第
二
種
本
・
第
三
種
本
(
成
筆
堂
文
庫
所
蔵
。
川
瀬
一
馬
氏
注
(
7
)前
掲
書
五
八
九
・
五
九
七
頁
。
た
だ
し
、

本
書
の
表
紙
に
は
後
補
の
可
能
性
が
残
る
)
や
〔
慶
長
中
〕
刊
『
毛
詩
』
(
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
所
蔵
。
川
瀬
一
馬
氏
注
(
1
)

前
掲
書
中
巻
八
一
五
頁
)
が
あ
る
。
春
枝
の
活
動
範
囲
の
広
さ
と
対
応
す
る
か
。
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